




要約:3 歳児健診からスクリーニングした学習障害(LD)リスク児(17 名)が、どのような学

童になっているのかを前方視的に追跡しており、今回は 3歳児健診から 6年後の状態を調

査した。5 年後の調査で健常児と診断された学童の中から、新たに LD を疑う必要のある

学童が出現していた。また、5 年後の調査に比べて今回の調査では、学業不振に関する保

謙者の主訴が増加していた。学業不振以外に友達関係や家庭生活に関する主訴も多く、LD

学童の抱える問題点として重要であることを指摘した。とくに幼児斯に不器用が認められ

た学童では、神経学的微徴候検査結果も不良であり、持続する中枢神経障害の関与が示唆

された。


